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「出船音頭」は昭和34(1959)年に田原賢声が作詞・作曲して、函館港を題材として作った北海道の新
民謡です。昭和35年1月には、佐々木基晴が唄って評判になりました。
たいへん元気の良い曲なので、大会のオープニングや合唱曲としても好まれています。
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明治24年に盛岡市玉山区外川に宮内省の御料（馬）牧場が発足し、多くの馬が育成され、外
山節はその時の草刈り作業の唄でした。
昭和7年武田忠一郎は星川万多蔵と二人で外山へ出かけ作業員の唄を聞き、横笛をあわせて
これを採譜しました。昭和12年、忠一郎は民謡歌手大西玉子の協力を得て、この元唄を編曲し、
キングレコードから発売、これが人気を呼んで岩手県を代表する民謡となりました。


